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I．はじめに 

 

1.1 本報告のねらい 

 本報告は、岡村（2011）に続き、首都大学東京大学

院都市環境科学研究科観光科学域におけるPBL（プロ

ジェクト・ベースド・ラーニング）の一つとして取り

組まれている「モノづくり観光研究会」の平成 22年度

及び 23年度の成果をまとめたものであり、基礎調査の

実施（２章）、研究成果の発表（３章）、「モノづくり観

光」の実験（４章）の順で報告する。

1.2 モノづくり観光研究会の体制と目的 

モノづくり観光研究会は、平成 21 年 4月に発足し、

３大学（首都大学東京、横浜国立大学、東京大学）i及

び一般社団法人大田観光協会（事務局長：栗原洋三氏）、

から構成される ii。研究会は、工業集積地である東京

都大田区をフィールドに、モノづくりに関わる多様な

資源（製品、技術、職人、工場建築、都市基盤等） を

活かしたまちの将来像を構想、計画し、実践的活動を

起こすことを目的に進められている。特に、産業振興

（モノづくり）と都市計画（まちづくり）の統合的ア

プローチにより、１）創造産業育成のためのプラット

フォームの形成、２）多様な主体がモノづくりへと近

づく機会の向上（＝モノづくり観光）、３）モノづくり

を支える魅力的な都市空間の形成により「クリエイテ

ィブタウン大田」の実現に向けた道筋を立てるための

基礎調査、提案、社会実験等を行ってきた。

研究会としては、研究の各プロセスにおいて、大田

区役所の関連部局（産業振興、観光、都市計画等）、大

田区産業振興協会、大田区工業連合会、東京商工会議

所大田支部等の主要商工団体や各企業との連携を図る

など、産学連携を重視してきた。

 

 

図１. モノづくり観光研究会の体制
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には「始発の」，「終発の」，名詞には「遠足」，「ピクニ

ック」，「旅路」，「バックパッカー」など旅に関する語

句が多数含まれていた。これらの点を熟考した場合，

今回は先にカテゴリ分けとして名所の名詞ジャンルを

ベースに見出し語とし，その語句とつながる関係性，

共起度数で他の語句を区分していたが，動詞を見出し

語とし関連語を引き出すという方法もある。これにつ

いては今後の研究につなげられる事項である。 

 

Ⅳ. おわりに 

 

既に発行されている類語辞典やシソーラスと比較し

てみても，検索に用いる点では筆者の試行した観光シ

ソーラスは関連語句が多く，記事執筆に用いる点では

より用例が多く，その枠組みを本論文において示せた

ことは意義があったと考えられる。ただし前述のよう

に，抽出元の文書集合として観光協会の記事を採択し

たことにより，「名詞＋ある」など極めて平易な表現が

多くなったことは否めない。これはベースとなる文書

集合の選択問題として，観光協会などのウェブサイト

の執筆者が事実を忠実に伝えることを目的とし，客観

的な表現語句を多用しているため感情表現などが乏し

いことが挙げられる。また日本においては紀行文とガ

イド文のスタイルには明確な差異があり，いくつか行

われているトラベルライティング講座などの指導にお

いても，日本ではガイド文は客観的な視点で事実を捉

え，執筆者が客観的に表現することを定型パターンと

して教えている。そのため自ずと感情を排した表現と

ならざるを得ず，ガイド文では感情的語彙が限られ，

それらが今回も反映していることが考えられる。 

上記の反省も踏まえると,今後は文書集合の対象を

出版物や口コミサイトなどに広げることも考慮する必

要があるだろう。また先に述べた「動詞」を優先語に

採択する方法もあるほか、事物の性状のほか事物に対

する感情を表わす語である「形容詞」を見出し語にし

た場合には，観光に伴う感情の動きをまとめた「観光

表現のシソーラス」を構築できる可能性も示唆される。

その際，ベースには言葉の研究，観光イメージの研究

が欠かせないが，観光表現には，「快」や「楽しみ」を

表す語句が多用されることから，その研究が観光のみ

でなく，普遍的な「快」や「楽しみ」の感情と表現の

関連性の研究に転用できる可能性も考えられる。 

 

注 

1)藤田(2008)によれば、キーワードを選択する方法には全 

文キーワード法と制限（統制）キーワード法がある。全文キ

ーワード法は原文に表れた自然語をそのままキーワードと

する方法で、制限（統制）キーワード法は情報内容を分析し

て、あらかじめ作成されたキーワードリストの中から、キー

ワードを選択する方法となる。さらに制限(統制)キーワード

法にはキーワードを語で表す方法と記号で表す方法があり、

語で表すキーワードリストの代表的なものをシソーラス、記

号で表す方法を分類という。 

2)オントロジとはシソーラスに概念同士の関連をさらに詳

細に記述したものをいう。 

3) 重み付けスキームとは，語句間の関係性を頻出する比率

などで測り，定量化する仕組みのことをいう． 
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Ⅱ．基礎調査の実施 

2.1 工場建築調査

 大田区のなかでも工場集積地区である大森南・東糀

谷・羽田旭町における「工場町家」（１階が工場、２階

が住宅に供されている町工場としての典型的な建築タ

イプ）や「工場アパート」（工場が一つの棟のなかに複

数入居する建築タイプ）などの工場建築の類型化を行

った上で、平成 22年 4月に現地調査を実施した。その

結果、413 棟の工場町家は全域にわたり分布している

が、特に都市計画法に基づく用途地域の工業専用地域

の周辺の準工業地域である東糀谷１・５丁目付近に集

積していることが明らかとなった。その後の追加調査

も含め、工場町家の建築的な特徴を「構造」、「セット

バック」、「増改築」、「屋上利用」、「開口」、「階段」、「街

との関わり」という７つの視点から浮き彫りにした。

 また、7棟の工場アパートは、自然集積、集団移転、

住工一体、産業支援など建設当時の政策を反映した性

格を有しており、入居企業の多くは２km 以内の範囲

から移転してきており、工場アパートの存在はまちレ

ベルでの住工共生を維持するのに貢献していることが

分かった。なお、本調査の成果の一部は、平成 22年度

日本都市計画学会ポスターセッション（東京大学）に

て発表を行い、優秀ポスター賞を受賞した。

図 2. 平成 22 年度都市計画学会ポスターセッションで

発表したポスター 

2.2 工場訪問ヒアリング調査 

 モノづくりの魅力を多角的に捉え、モノづくりの現

場、まちの雰囲気を直に感じ取るための基礎調査とし

て工場訪問ヒアリング調査 iiiを実施した（過年度から

の継続）（図３）。平成 23年度までの３年間で 70件を

超える工場を対象とした。調査の結果は以下の三点に

まとめることができる。

 第一に、大田区の高度で多様な技術・製品は、一般

的に「分かりにくい」という印象を持たれるが、経営

者や職人の説明が加わることで、ある程度理解されや

すくなることや、なかには「B to C」と言われる一般

消費者向けの製品も製造・販売されており、日常生活

のなかで、私たちの目に触れ、そして利用されている。

 第二に、工場には個性あふれる経営者や職人、また

彼等を支える人々がいるということである。技術を持

つ職人は、切削、絞り、接合、成形などの優れた技術

をみせてくれると同時に、技術や製品の解説者にもな

り得る。実際、自邸に展示スペースを設けたり、イベ

ントで積極的に技術をアピールしたり、様々な情報発

信に努めている。次に工場の担い手として、初代経営

者からバトンタッチした「２代目」や「３代目」と言

われる若手がいる。従業員を一新し抜本的に新しい会

社を創るところから始めた人、これまでの企業として

の蓄積の上に新たな風を吹き込もうとしている人、ま

た他の若手との連携を取り新たな道を模索している人

もいる。また、モノづくりの担い手としての女性にも

関心が寄せられている。全体の割合からすればわずか

だが、テレビ番組で報道された「ドリルガールズ」や

「機械系女子」のように、技術者として活躍する女性

もいる。

 第三に、いったん工場内部に入ると、迫力ある操業

環境、最新鋭の機械、職人による手作業の様子を見聞

きすることができる。一方、町を歩いただけでは、騒

音や安全の問題から戸や窓を閉じている工場が多いた

め、モノづくりの雰囲気は感じにくい。

図 3. 工場訪問ヒアリング調査の様子
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Ⅲ．研究成果の発表 

3.1 「モノ・まちラボ 2011」 

 平成 22年度の調査研究・提案活動は３つのスタジオ

に分かれて進めてきた。「産業創造スタジオ」は、デザ

インやアイディアとモノづくりとのマッチングにより

新たなモノづくりの芽を生み出すこと、「観光スタジ

オ」は、モノづくりへのアクセシビリティを高めモノ

づくりの「層」を広げること iv、「生活スタジオ」は、

仕事の場と住まいを統合的にとらえモノづくりを支え

るまちを鍛えること目指した調査、提案を行ってきた。

 これらの成果は「モノ・まちラボ 2011」として、平

成 23 年 2 月 3 日〜5 日に大田区産業プラザ（PiO）で

開催された第 15 回おおた工業フェアのなかでブース

を設け、パネル展示や社会実験の実施を行い、来場者

から多くのご意見・ご助言を頂戴した。

 おおよそ３m×６m のブース内部に、３スタジオの

成果物であるパネルや製作物（模型やオブジェ）を展

示した（図４）。産業創造スタジオのアクリル加工製品

「Wrapping Cube」、モノづくり観光スタジオのガチャ

ガチャマシーン「モノづくりたまご」（4.1で後述）、モ

ノづくり生活スタジオの工場町家のコンバージョン模

型などのオブジェ類は、視覚的に目立つ位置に配置し

た。その結果、工業関係者のみならず、老若男女多く

の方々に見て頂くことができた。加えて、一方的な展

示にとどまらず、アンケートや直接の対話を通じて、

次年度以降のプロジェクトの展開に対する貴重な意見

を引き出すことができた。

 また、最終日には、当会場を起点に、「モノづくりた

まご」を活用した「モノづくりのまち大田ウォーク」

を実施し、事前に参加予約を受け付けた 20名とともに、

工場体験やモノづくりのまちのツアーに出向いた。

 

図 4. モノまちラボ 2011の様子

3.2.各種講演会でのプレゼンテーション 

 研究成果が蓄積してきた平成 23年度は、区内の関係

者の前でプレゼンテーションする貴重な機会を得た。7
月には、副区長はじめ、大田区役所の関連部局（産業

振興、都市計画等）、大田区産業振興協会、大田区工業

連合会、東京商工会議所大田支部等の主要商工団体の

主だったメンバーを対象として、モノづくりを活かし

たまちづくりの大きな方向性に対して、共感を得るこ

とができた。

 また、10月の大田区工業連合会の若手主催による講

演会を通じて、特に若手メンバーとのコネクションを

持つことができ、後述するオープンファクトリーへ大

きく動き出すことができた。 

 

3.3 『大田モノ・まち BOOK2011』の発行

 これまでの２年半にわたる研究会の成果をまとめた

冊子『大田モノ・まちBOOK2011』を平成 23年 11月
11 日に発行した（図５）。冊子の冒頭で、大田区長、

社団法人大田工業連合会会長、公益財団法人大田区産

業振興協会専務理事、東京商工会議所大田支部会長と

いった大田区のモノづくりの主要団体のキーパーソン

から挨拶文を頂いた。

 内容については、調査編としてまちづくり資源とし

てのモノづくりの特徴を、建築、機械、技術、人の点

から読み解き、工業集積地としての埋立島地区、下丸

子・矢口地区、大森南・東糀谷・羽田旭町地区のエリ

ア特性を明らかにした。実践編として、前述の「モノ・

まちラボ 2011」の内容を詳述した。最後に構想編とし

て、クリエイティブタウン大田の実現に向けたまちづ

くりの方向性や具体的なプロジェクトを提案した。

図 5. 『大田モノ・まちBOOK2011』の表紙
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場、まちの雰囲気を直に感じ取るための基礎調査とし

て工場訪問ヒアリング調査 iiiを実施した（過年度から

の継続）（図３）。平成 23年度までの３年間で 70件を

超える工場を対象とした。調査の結果は以下の三点に

まとめることができる。

 第一に、大田区の高度で多様な技術・製品は、一般

的に「分かりにくい」という印象を持たれるが、経営

者や職人の説明が加わることで、ある程度理解されや

すくなることや、なかには「B to C」と言われる一般

消費者向けの製品も製造・販売されており、日常生活

のなかで、私たちの目に触れ、そして利用されている。

 第二に、工場には個性あふれる経営者や職人、また

彼等を支える人々がいるということである。技術を持

つ職人は、切削、絞り、接合、成形などの優れた技術

をみせてくれると同時に、技術や製品の解説者にもな

り得る。実際、自邸に展示スペースを設けたり、イベ

ントで積極的に技術をアピールしたり、様々な情報発

信に努めている。次に工場の担い手として、初代経営

者からバトンタッチした「２代目」や「３代目」と言

われる若手がいる。従業員を一新し抜本的に新しい会

社を創るところから始めた人、これまでの企業として

の蓄積の上に新たな風を吹き込もうとしている人、ま

た他の若手との連携を取り新たな道を模索している人

もいる。また、モノづくりの担い手としての女性にも

関心が寄せられている。全体の割合からすればわずか

だが、テレビ番組で報道された「ドリルガールズ」や

「機械系女子」のように、技術者として活躍する女性

もいる。

 第三に、いったん工場内部に入ると、迫力ある操業

環境、最新鋭の機械、職人による手作業の様子を見聞

きすることができる。一方、町を歩いただけでは、騒

音や安全の問題から戸や窓を閉じている工場が多いた

め、モノづくりの雰囲気は感じにくい。

図 3. 工場訪問ヒアリング調査の様子
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3.4都市計画学会ワークショップの開催

 モノづくり研究会は、日本都市計画学会大会（平成

23 年 11月 19日〜20日、東京大学開催）において、ワ

ークショップ（シンポジウム）を企画した（図６・７）。

「産業・生活・文化の総合的アプローチによるクリエ

イティブタウン構想」と題し、３年間の活動報告の後、

研究会のメンバーに大田区産業振興協会の山田専務理

事及び東大阪市高井田地区で類似の取り組みをしてい

る都市プランナー泉英明氏を加え、モノづくりのまち

におけるまちづくりの取り組みの意義や可能性を議論

した。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 都市計画学会ワークショップの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 都市計画学会ワークショップのチラシ 

 

Ⅳ．「モノづくり観光」の実験 

 

4.1 「モノづくり観光」の提案 

 これまでモノづくりの現場と外とのつながりは、子

どもや高校生を対象とした社会科見学や職場体験、同

業者や海外からの視察受け入れなどに限られてきた。

しかし、区民、国内外の観光客、クリエーターなどが

モノづくりへ近づく機会をつくることで、モノづくり

のまちとしての新たな展開が生まれると考える。そ

こで、研究会では、大田区のモノづくりへ近づく新た

な層 （観光主体）の拡大とモノづくりの見せ方（観光

対象）の拡大を目指した新感覚の「モノづくり観光」

として、「モノづくりたまご」及び「大田オープンファ

クトリー」を企画した。 

 

4.2 「モノづくりたまご」の企画・実践 

 前述のとおり、「モノづくりたまご」は、平成 23年
2 月に開催した「モノ・まちラボ 2011」のなかで、「モ

ノづくり観光」の一つの手法として提案、実践された。

 「モノづくりたまご」は、誰もが大田のモノづくり

を楽しみながら学べるきっかけとなることを目指した

ものであり、「Made in Ota」の製品を入れたカプセルを

ガチャガチャマシーンから引き当てるものである。一

般の消費者が大田のモノづくりの一端に触れることが

でき、さらに同梱の技術解説書により、その製品を製

造する工場の基礎データやその技術を知ることができ

る。また、「材料＋加工券」（図８参照）を当てた人は、

まち歩き MAP を頼りに工場を訪問し、そこで加工体

験をすることができる。これらの行為を通じて、製品

のできるプロセスやモノづくりの周辺環境としてまち

を理解することにつながる。つまり、モノづくりのス

トーリーを活かした「モノづくり観光」として位置づ

けることができる（図８）。

 

図 8. モノづくりたまごのシステム
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 上記の「材料＋加工券」タイプの「モノづくりたま

ご」の模擬実験として、「モノ・まちラボ 2011」の会

場を起点（ガチャガチャの設置場所）として、カプセ

ルを入手した後、下丸子・矢口地区での工場体験を含

むまち歩きという流れを再現する行程を設定した。今

回は、工業フェア会場内で刻印の企業、実際にまちな

かではへら絞り vの企業の協力を得て、参加者には加

工体験をして頂くことができた。また、最後に会場に

戻り、本企画に対する意見・感想の フィードバックを

得た。

図9 平成23年度都市計画学会ポスターセッションで

発表したポスター

4.3 「大田オープンファクトリー」の企画 

 平成 23年度は、「モノづくり観光」のもう一つの柱

であるオープンファクトリーviの実現に向けて、その方

法論の構築の検討と実際の企画立案作業に注力してき

た。オープンファクトリーとは、単なる工場見学や加

工体験ではなく、モノづくりのまちのエリアプロモー

ションとして捉え、「工場と地域を開く」ことを目的と

している。

 対象エリアは、大田区内でも工業集積の割合が高い

東急多摩川線の下丸子駅および武蔵新田駅の周辺（下

丸子・矢口地区）とし、地元の工業団体である工和会

協同組合との協働によりオープンファクトリーの実現

に向けて、工場見学の多様な方法、情報発信や回遊性

向上のための計画などを検討している。平成 24年の 2
月 4日を開催日として、地元企業 20社以上の参加のも

と実施する予定である。当企画の結果は、次号で報告

させて頂きたい。

 具体的には、下記のプログラムを計画している。

１）情報発信・案内拠点の設置

大田区産業プラザ PiO、下丸子駅旧売店、まちなかの

空工場を活用して、研究成果の発信や各種イベントの

開催、マップ配布等の案内を行う。

２）工場オープン

オープンファクトリー期間中に、各工場の可能な範囲

で、加工体験、工場内部見学、製品・技術解説を行う。

工場をオープンする時間帯も、常時のものから定時の

もの（一日のうちの決まった時刻にオープンする）ま

で幅がある。

３）工場巡りツアー

工場の周辺環境を見ることを重視するもの、加工体験

をメインとするもの、クリエーターや地域のこどもを

対象とするものなど多様なツアーを企画している。各

ツアー10人程度で、研究会のメンバーがガイドをする。

 なお、モノづくりのまちをみせるという同様の取り

組みは、近年東京都台東区や墨田区等でも行われてい

るが、元来B to B（企業間取引）を主とし、試作品や

部品などの製造を得意としている点が大田区の特徴で

あり、「分かりにくいモノづくり」をいかに翻訳して来

訪者や生活者に対して伝達するかが、ガイドを行う上

での課題であり、他区の取り組みではみられない大田

区の「モノづくり観光」の独創的な点であると言える。

図 10 「大田オープンファクトリー」のイメージ図
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図 7 都市計画学会ワークショップのチラシ 
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Ⅴ．今後の展望 

 

 本報告では、冒頭で述べた研究会が重視する３つの

柱のうち、先行的に進められてきた「多様な主体がモ

ノづくりへと近づく機会の向上（＝モノづくり観光）」

の内容が中心となった。 

 今後は、住工共生を基盤とするクリエイティブタウ

ン大田の実現に向けて、新たな創造産業を生み出して

いくための機会と育成のためのプラットフォームづく

り、既存工場の操業環境の向上や空工場や廃工場の転

換等のための魅力的な都市空間の形成といった課題に

対して、研究を深めていく。とりわけ後者については、

都市計画としての制度的なアプローチや成功事例とな

る事業の提案・実践を行っていく必要があり、いっそ

う地域の行政、企業といったモノづくりとまちづくり

の担い手との連携を深めながら調査、研究、提案活動

を進めていく。 

i 首都大学東京都市環境科学研究科観光科学域文化ツ

ーリズム領域の川原晋、岡村祐及び大学院生、横浜国

立大学大学院都市イノベーション研究院都市計画研究

室の野原卓及び大学院生、東京大学大学院工学系研究

科都市工学専攻都市デザイン研究室の大学院生が関わ

った。
ii 平成 22年度、23年度に研究会に加わった大学院生

は下記のとおりである。金子真司、田中良典、比嘉啓

登、森田美佐子、林懿嫻、齋藤弘樹、荻野太雅、金子

太朗、平田徳恵、村松智史、井上翔太、太田慧、佐藤

圭太、杉原弥永子、陳海琳、山根一斗（以上、首都大

学東京）、猪原真理子、関口雄太、古山宗一郎、長田大

輝、和田駿哉、内山祐也、奥田良太、小林嵩史、速水

将平、吉玉泰和（以上、横浜国立大学）、大熊瑞樹、木

口彩、前川綾音、村本健造（以上、東京大学）
iii 平成 22年度は、調査対象となる工場は、既に「優工

場」認定工場または「大田ブランド」登録企業を優先

的に抽出した。平成 23年度は、第４章で述べる「大田

オープンファクトリー」の参加依頼を兼ねたものであ

り、下丸子・矢口地区を中心に行われた。

なお、「優工場」及び「大田ブランド」とは下記の通り

である。

「優工場」：大田区工場の優秀性を内外にアピールし、

大田区工業の振興を図ることを目的に、財団法人大田

区産業振興協会が経営や技術に優れた工場が「優工場」

として認定している。

「大田ブランド」：大田区内企業がネットワークをつく

り、全国的・国際的なPR 活動を行う組織として、社

団法人大田工業連合会、東京商工会議所大田支部およ

び財団法人大田区産業振興協会によって組織された大

田ブランド推進協議会があり、区内 105社がこれに登

録している。

iv「モノづくりへのアクセシビリティを高める」とは、

日常的に大田区のモノづくりへ近づくことの少ない地

域住民、区民、来街者が見学や体験という形で、モノ

づくりの現場へ近づく機会を設けるということである。
v へら絞りとは、右記のような技術を指す。「平面状あ

るいは円筒状の金属板を回転させながらへらと呼ばれ

る棒を押し当てて少しずつ変形させる塑性加工の手法

である。絞りスピニング加工、へら押しとも呼ばれる。」

（インターネットサイトWikipedia より引用：

http://ja.wikipedia.org/wiki/へら絞り 最終アクセス日時

2012 年 1月 18日）
vi 近年、庭や建物等の地域の資源を一斉に公開するイ

ベントが人気を博している。長野県小布施町における

「オープンガーデン」や英国ロンドンにおける「オー

プンハウス」などは、地域住民自らが地域の魅力を再

認識するとともに、その魅力を地域外にアピールし、

観光客を呼び込むエリアプロモーションとしても期待

されている。これらの取り組みになぞらえて、大田区

における工場の魅力を捉え、それを地域外に発信する

イベントとして「オープンファクトリー」と命名した。
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